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潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅷ
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AbStract

Duringtheperiodfi･omAugusttoSeptemberinl980，divingobservationswerecarriedout

ontheeightArtificialree心setatthesea-frontsoH､Akunecityandlzumicity,ｂｏｔｈｏｆｗｈｉｃｈ

ｗｅｒｅｓｉｔｕａｔｅｄｉｎｔｈｅＮｏrtherndistrictsofKagoshimaPrefｾcture；withthefbllowingresultsob-
tainｅｄ．

（１）Inbothofthereefsetatthetwosea-fi･onts,themethodadoptedbyus,wastheonein

whichthechiefattentionwaspaidtomakethetotalbottom-areaaswideaspossible・

Ａｎｄｉｎｅａｓｅｏｆｔｈｏｓｅｓｅｔａｔｔｈｅｓｅａ－ｆｉ･ontoHAkune，themeanbottom-areaperoneConcrete

blockwasnotedtobel90m2；andincaseofthoseatthesea-fi､ontofflzumi,ｉｔｗａｓ５４ｍ２；andin

boththeplacesthedistancesamongtherespectiveblockswerefixedtobeuneven．

（２）Atthesea-frontofFAkune,themeanvaluedrateinwhichtheConcreteblocksaremade

tobesubmergedintothesea-bottomwas9cm/year．

（３）Comparingthedensitiesofthefishschoolsgatheringaroundtheree企,wenotedthatin

caseofthesea-fi･ontofl､Akune，thedensitiesofthemiddleandsmallsizefishesweredepending

upontheschooloMpqgo"s'”伽α"swhileincaseofthesea-frontofflzumi,thedensityofthe

schoolof〃０９０〃sem伽eα“wasthinandthoseofthemiddleandsmallsizeoneswerethick．

（４）Comparingthecompositionsofthesandgraindiametersonthebottomgroundsofthetwo

places,thoseofthesea-fi･ontofI､Akunewerenotedtobemorecomplicatedthanthoseofthesea-

fi･ontofTIzumi，ｂｏｔｈｏｆｗｈｉｃｈｗｅｒｅｍａｄｅｏｆｓａｎｄａｎｄｓｉltmixed，ｏｒ，ofsiltymatelialsonly・

Astothesizeofthesandgraindiameterofthebottomground,apropensitywasnotedthatthe

smalleristhedistancefromtheree恥helargeristhesizeofthesandgraindiameter．
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１．緒言

鹿児島県川内川口以北の北薩海域は，南方の西薩海域の吹上浜沖合と比較して，海岸線が

より複雑であり，その沿岸沖合には，島喚，干出し，天然礁が数多く存在している（Fig.1)．

この中で，長島及び黒ノ瀬戸を隔てて近接している阿久根市沖合と出水市沖合の両海域は海

岸線の様相が対照的に異なっているので，夫々の漁業構造や人工魚礁の利用法には差がある

ようである．今回両海域において人工魚礁の潜水観察と採泥を実施し，人工魚礁の実態と周

辺海域の底質分布について比較したのでその結果について報告する．

2．阿久根市沖合の人工魚礁

2-1．設置の概要

漁業権内地先海面に設置されている人工魚礁（以下魚礁と呼ぶ）は16個所（Table１，Ｆｉｇ．

2）で，種類別にみた個数累計は，１ｍ角正六面体コンクリートブロック2542個，1.5ｍ角正

六面体コンクリートブロック126個，タイヤ１５本×100組，その他10個で，コンクリートプ
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Table１．ThestateofartificialreefsatthecoastofAkuneCity．

（LargescaleofNA-0reefexcluded.）
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ロック魚礁（以下ブロック魚礁と呼ぶ）がその主体を占める．設置の特徴は，３０ｍ以浅の等

深線が略直線であるためか複雑な海岸線を利用した形式をとっており，大島周辺に数多く設

置されている．特に大島の北方の至近距離には５魚礁が集中しており，小規模の人工礁漁場

を形成している．これらの魚礁とは別に，大島の西方約５浬付近には1.5ｍ角ブロック1733

個よりなる２個所の大型魚礁が設置されている．

２－２．研究方法

対象とした魚礁は，上述の５魚礁（NA-1～ＮＡ－５魚礁）と大島西方沖合の大型魚礁（ＮＡ－０

魚礁）である（Fig.３)．研究は潜水観察，音響測深儀（JRC製，NJA-171Z型，略称魚探

及び海底面超音波探査装置，ＮＥＣ製，NE-70B型，略称ポトムソナー）により魚礁の形態，

埋没，付着生物，蛸集魚の状態及び周辺の海底地形を，また魚礁付近とその周辺の海底で採

泥を実施し，その粒度組成を求めた．期間は昭和55年８月20日より８月23日迄と，９月３日

より９月８日迄の間である．なお８月20日より23日にかけての沿岸沖合の観測点11点におけ

る水温は，表層で26.1～27.5.Ｃ,水深１９～20ｍ層で25.07～26.42.Ｃであった．
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○：Artificialreef×：Naturalreef

2-3．魚礁の観察結果

ＮＡ－１魚礁（Fig.４，Table２，Platel）

この魚礁は昭和48年投入のブロック魚礁406個と昭和52年度投入のタイヤ魚礁の１部との

組合せのものと推定される．付近の海底は平坦，水深２２ｍである．潜水して測量した結果

によると，この魚礁は２個のタイヤ群と１個のブロック群に分かれており，夫々の群間隔は

30～60ｍである．個体間隔は３群共２～10ｍでかなり広範囲に分散した形をとっており，

２段積みはタイヤ群に１個所みられるだけである．ブロックの埋没は大部分のものが１０～

15ｃｍであるが，上部を約１５ｃｍ残し，正立の状態でほとんど埋没しているものも１部認

められた．フジツポの付着状態はブロックに大型のものが豊富にみられた．タイヤに付着す

るものは小型で量も少ない．蛸集魚の状態は，タイヤ魚礁では，密群を形成するものとして，

礁上７～8ｍの層の小アジ，礁内から礁上約１ｍ迄の空間をゆっくり移動するイサキ，礁付

近に占位するネンブツダイが，また50～60尾程度の群として，礁上のウマヅラハギ，海底か

ら礁上約２ｍ迄の空間で個々にかなりの速さで遊泳するチダイが夫々認められた．大型魚

としては，礁上のメジナ，礁付近のイシダイ，ブダイ，礁側方の海底上のヒラメ等がある．

ブロック魚礁にはアジ，ネンブツダイ，キューセン等がみられた．

ＮＡ－２魚礁（Fig.５，Table２，PlateI）

昭和45年度投入のブロック魚礁で付近の海底は平坦，水深１８ｍである．魚礁の形態は，

南北約５０ｍ,東西約２５ｍで２段積みは１個所だけである．段損したブロックが１部みられ

る．この魚礁でも正立の状態でほとんど埋没しているブロック２個を認めた．婿集魚は礁上
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2～10ｍの層の小アジ群，礁全体を覆うネンブツダイの密群，その他，ブダイやカゴカキダ

イ等があげられる．

ＮＡ－３魚礁（Fig.５，Table２，Platell）

昭和55年度投入のタイヤ魚礁で，後述するＮＡ－５魚礁と隣接している．魚礁の形態は南北

方向に長く，その長さは約７５ｍで，西側の部分に多くまとまっている．個体間隔は２～１０

ｍである．タイヤは直経約２ｍの大型のもので，２本ずつ固縛されている．埋没は約３０ｃｍ，

表面には小型のフジツポが付着していた．蛸集魚は礁上約１ｍより上方に小アジ群，礁付

近にネンブツダイ群と大型のコショウダイ及びハタを認めた．

ＮＡ－４魚礁（Fig.６，Table２，Platell）

昭和46年度投入された個数563個のブロック魚礁で，ポトムソナーの記録（Fig.９）による

と，東西方向約100ｍ,南北方向約200ｍの範囲内に５個の群にわかれて設置されている．

付近の海底は平坦，水深２７ｍである．Fig.６は潜水観察したその１部分を示す．その形態

は１段ながらブロックが密集した形をとっている．埋没は４０～50ｃｍのものが多いが，な

かには頂部の１部を残し正立の状態で埋没したものもある．付着生物は大型のフジツポの他，

ウミトサカ，ホヤ，カイメン，ウミシダ，褐藻類を，蛸集魚は礁全体を覆うネンブツダイの

他，イラ，ウツボ等を認めた．

ＮＡ－５魚礁（Fig.６，Table２，Platelll）

昭和44年度投入された個数２１５個のブロック魚礁と昭和52年度投入されたタイヤ魚礁の１

部との組合せのものである．付近の海底は水深差約２ｍの起伏をもつ傾斜地で水深は２７ｍ

である．その形態は略東西方向に細長い形をとり，Fig.６にみるように，ブロック群とタイ

ヤ群が交互に連なっている．ブロックの埋没量は３０ｃｍ程度のものが多いが，所々６０～９０

ｃｍのものもみうけられた．タイヤはほとんど埋没していない．付着生物はＮＡ－４魚礁とほ

とんど同様に豊富である．蛸集魚の状態は，タイヤ魚礁では，礁上７～８ｍの高さまでの小

アジ，礁上２～３ｍ層のヒラマサ，礁全体を覆うネンブツダイが夫々密群を形成している他，

タイヤの側方約１ｍの海底上のヒラメ（水中測定で約７０ｃｍ）とコチ，礁付近のコショウ

ダイ，クエ，ホウセキハタ等を認めた．ブロック魚礁ではネンブツダイ群とチダイの若年魚

群を認めた．

ＮＡ－０魚礁（Fig.７，Table２，Platelll）

昭和43年度投入された個数901個の1.5ｍ角ブロック魚礁である．潜水した場所の水深

は57.5ｍ，付近の海底は略平坦であるが，魚礁の南面にあたる部分には長さ約２ｍ，深さ約

1ｍの洗堀がみられる．魚礁はFig.７に示すように，１ｍから３ｍの間隔をおいて広範囲

に設置されており所々に２段積みの部分がみられる．埋没は約２０ｃｍ・魚礁付近には浮遊物

が多くみられ，その堆積物で魚礁の表面は厚く覆われている．付着生物は豊富で，大型のフ

ジツポが全面に付着している他，ウミトサカ，ヤギ，ウミシダ，ホヤ等を多く観察した．蛸

集魚は魚礁周辺に体長１０～１２ｃｍのネンブツダイの密群，その上方に体長約２０ｃｍのアジ
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2-4．音響測深儀による魚礁の記録結果

音響測深俵の記録（Fig.８）よりみた各魚礁の側面形態及び蛸集魚群の状態は，魚礁の高

Fig.６．Schematicgatheringconditionaroundree企（Ｎ八卦,ＮＡ－５Ｒｅｃｆ)．

□：Concreteblock○：Ｔｙｒｅ
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ロ

ロ

NA-5Reef

、

の群を認めた．ネンブツダイは魚礁の内部に密度が高く，アジは碓上１．５ｍから６ｍの空間

に群をつくる．確認出来た大型魚はコショウダイ，ミギマキだけである．なお魚碓に雑綱し

た網漁具を認めた．

鹿児島大学水産学部紀要第３０巻（1981）
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Fig.７．SchematicgathcringconditionofEshcsaroundthelargercef(Ｎ△一OReef)．

□：Concreteblock．Ｇ：Ｇｏ"”“韮61.α、毛：〃090"Se"z池"‘α“．

ｅ：Ｐ/ecjO'･心"c/h"scIi'血s、霧：弼・αc伽γzｨ$j”0"jα‘＄．
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さが１～２ｍ,魚群の高さが，底魚で礁上0.5～２ｍ,中層魚で礁上２～１２ｍであった．これら

の値はいずれも潜水観察の結果と略一致する．魚礁周辺の海底形状はＮＡ－５魚礁を除いて全

く平坦である．ボトムソナーの記録（Fig.９）よりみた各魚礁の平面形態は，いずれも個体

間隔の広い分散の大きいもので，ＮA-3,5魚礁のように細長い形をとるもの，またＮ△－１，２，

４魚礁のように広範囲にちらばったもの等様々である．魚礁周辺の海底面は砂紋がよく発達

しているが，この現象は潜水観察でも確認した．
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3-1．設置の概要

当海域における魚礁の設置は昭和31年度より始まっており他海域の場合よりその歴史は古

い．設置個所は18個所（Table３，Fig.１０）で，種類別にみた個数累計は，１ｍ角ブロック

2522個，1.5ｍ角ブロック274個，タイヤ52組で，阿久根市沖合と同様にブロック魚礁がその

大半を占めている．設置場所は西部の黒ノ瀬戸東口沖合と，水俣市寄りの東部沖合の２個所

に集中している．
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3．出水市沖合海域の人工魚礁
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１９７３

１０

NIw-5＊

Table３．ThestateofartificialreefattｈｅｏＨ､shoreoflzumiCity．

3０

263

２１０

1６

Setting

year

Depth

（、）
ArealReeflMateriallAmountlSize(、） Position

9490ｍｏｆＩ､thefishing

portlighthouse

bearinｇ285.0。

3-2．研究方法

本研究の対象とした魚礁は，西部のブロック魚礁（NIw-5魚礁）及び東部のブロック魚

礁（Ｎｍ－１魚礁）とタイヤ魚礁（Ｎｍ－３魚礁）の３魚礁である（Fig.１０)．研究方法は阿久

根市沖合の場合と同じ方法に加えて水中テレビ（カメラヘッド：ＳＯＮＹ製，TRINITORON，

HVC-80型）による撮影を実施した．観察は昭和55年８月25日より８月30日に至る期間に

実施した．なお８月26日より２９日にかけての19点の観測点における水温は，表層で26.3～

27.3.Ｃ,水深１７～22ｍ層で24.98～25.29.Ｃであった．

＊ReefsobservedbydivingandtheEchoSounder

2740mofTthefishing

portlighthouse

bearin927.8。
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3-3．魚礁の観察結果

ＮＩｗ－５魚礁（Fig.11,Table４，PlatelV）

この魚礁は昭和42年度もしくは昭和43年度に投入されたブロック魚礁で，その個数は約

200個である．水深は３０ｍで，西方の至近距離に水深２５ｍの浅所が存在している．魚礁の

形態は東西方向に長い２段積みの主要部分があり，これより２方向にブロック群が分散した

形で伸びている．埋没は３０～40ｃｍで洗堀はみられない．魚礁上に堆積した泥状の物質は

２９１０ｍoHthefishing
portlighthouse

bearing25.2。
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ｕ
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Ｊ
〃

かなりの量である.付着生物は大型のフジツポが豊富に付着している他，ヒトデ，イソギン

チャク，ホヤ等が認められた．蛸集魚の状態は，まず礁上５～7ｍの層に小アジの大群，魚

礁周辺にイサキ，クロダイ，マダイ，メバル，ウマヅラハギの中型魚群とネンブツダイ，カ

サゴ，ハゼ等の小型魚群及び礁内のイラ，ホウセキハタの大型魚を認めた．なおこれらの魚

群は潜水者の存在にかなり敏感に反応し，いずれも逃避行動をとった．

ＮＩＥ－１魚礁，ＮＩＥ－３魚礁（Fig.12,Table４，Plate-IV）

出水漁港より北方の茂道鼻にかけての沖合には，ブロック1117個とタイヤ52組が６年間に

互って投入されている．この魚礁群の占める範囲は南北方向に約500ｍ,東西方向に約120ｍ

という県下でも有数の広大な規模をもつもので，Ｎｍ－１魚礁とＮｍ－３魚礁はいずれもこの

魚礁群の南部に位置している．

Fig.１２のNIE-1魚礁は３５×60ｍの範囲を観察したもので，この範囲内のブロックは分

散の大きい状態で設置されている．１部に２段積みの部分がみられる．付近の海底は平坦，

水深１６ｍ,埋没２０～30ｃｍ,洗堀はない．礁の上面及び周辺の海底上には泥状の物質が厚く

堆積しているが，その量は鹿児島市谷山沖'）の場合より多い．水中における浮泥状の物質に

よる濁りも甚だしく，特に海底付近で顕著である．水中視程は魚礁付近で約５ｍであった

が，２０～30ｃｍと濁りの顕著な場所も存在する．付着生物は大型のフジツポとイソギンチャ

クがブロックの全面にみられる．蛸集魚は比較的豊富で，その魚種は礁の直上から水面近く

まで占位する小アジの大群，魚礁付近のネンブツダイ，クロホシイシモチ，ハタタテ等の小

型魚群及びウマヅラハギ，メバル，イサキ，チダイ等の中型魚群である．なおネンブッダイ

は尾数少なく，その占位場所は魚礁周辺のごく限られた範囲内である．

ｒａ

Ｆｉｇ．１０．Themapshowingtheresearchpointsofartificialree企ａｔｔｈｅｃｏａｓｔｏｆＩｚｕｍｉＣｉｔｙ．

□：Concreteblock‐－－：Fishingright■，●：Observedreef○：Ｔｙｒｅ
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Fig.１１．Schematicgathcringconditionaround

thereef（Nrw-5Reef)．

□：Concreteblock
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ｔｈｃ１･eef（NIE-1Reef)．

□：Concreteblock
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NIE-3魚礁は昭和54年度投入の１組15本の52組からなるタイヤ魚礁で，上述の魚礁に隣

接している．付近の海底は平１１１，水深１５ｍである．形態は２～６ｍの個体間隔をもつ分散

の大きいものである．埋没は５～６ｃｍ，付着生物の状態は小型のフジッボが付着し始めた程

度であるが、その他褐藻類を多く認めた．111W集魚はネンブツダイを小数尾認めたに過ぎない．

3-4．音響測深儀による魚礁の記録

音響測深儀の記録（Fig.１３）によると，NIw-5魚礁では，周辺の海底上より多くの反応

がみられた．小アジの群とみられる記録は海底上７ｍで，潜水観察の結果と略一致してい

る．ＮＩＥ－１魚礁付近の記録によると，魚礁上の小アジ群の反応は水面迄達しており，その資

源量の豊富なことを示している．また陸岸寄りでは，潜水観察の結果で判明したカタクチイ

ワシの濃密な群を記録した．

ポトムソナーの記録（Fig.１４）によると，東部海域の魚礁群は広範囲にばらつきの大きい

状態で設置されていることがわかる．中央部のエビ曽根から西部海域にかけての海底形状は，

起伏は多いが，いずれもその海底面はなだらかな曲面状を呈し，漁民の云う凸凹の多い天然

礁はみられないようである．エビ曽根において淋水観察した結果によると底質は軟泥であり，

上述の現象を確認した．
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Fig.１５．Researchpoints．

○：Samplingpoints．

４．底質

阿久根市沖合に33点，出水市沖合に20点の採泥点を設け，表層約３ｃｍの資料をエクマン

バージ採泥器により採取し，砂質部はエミリー管法により，泥質部はピペット法により，夫
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■：Samplingbythediver(Farfi･omthecoastofAkune)．

０

。｡二湾
｡

夫粒度分析を行なった(Fig.15)．分析結果よりINMAN法(1956）により粒径中央値(Ｍｊ‘)，

淘汰度（”)，歪度（雛‘）及び篠・砂・泥の含有率を求めた（Table､５)．更にその含有率か

らグルーピングをし，底質を分類して両市沖合海域の底質図を作成した（Fig.１６)．なおこ

こで云う操・砂・泥という粒径尺度はWENTwoRTHの区分によった．底質図によると，阿
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1８

団匹

久根市沖合の場合では，沿岸部の浅所で砂質，研究の対象とした５魚礁付近は砂質喋，更に

その沖合は砂質の分布と変わり，魚礁設置域が底質の不連続部分になっていることがわかる．

大島の沿岸沖合は操の底質であるが，これは波浪及び潮流により島の岩石が細粒化し堆積し

たものと推定される．５０ｍ以深の沖合一帯は広く砂質の分布域となっている．

出水市沖合ではより複雑な底質分布を示している．即ちこの海域で最も広い面積をもつ砂

質の分布域は，黒ノ瀬戸の東口部から七尾島と桂島の中間域にかけ舌状に北東方に張り出し

ている．またエビ曽根の南東方の広い範囲に互って同じく砂質部がみられる．砂質シルトの

分布域は，蕨島から茂道鼻にかけてくの字型に長く伸びている他狭い範囲ではあるが，東部

海域の魚礁設置域である茂道鼻の南方と七尾島の東方海域に夫々形成されている．また広瀬

川河口沖の底質は，喋・砂・泥の混合域となっており，様々の粒径のものがかなり等しい割

合で構成されている．このように複雑な底質分布を示しているのは，黒ノ瀬戸を流過する潮

流，広範囲に設置されている魚礁帯，広瀬川により搬入される豊富な河川水等種々の影響に

よるものと考えられる．

エクマンバージ採泥器による採泥の他に，魚礁周辺において，潜水者により，表層約３ｃｍ

の資料を採泥し，同じ手法により粒度分析を行なった（Table６)．採泥点は表に示す６魚礁

について，夫々の魚礁を基点として，魚礁内，魚礁の側方１，，５，，１０ｍの場所とした．ま

た時に２魚礁群の中間点をその点とした．次にTable5,6より，Ｍ”と”との関係及び
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０

0.4

。

0.2
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Ｍｄ働

ＧｒａｖｅＩＩＳａｎｄ：Silt

Fig､１８．Relationshipbetweenmediandiameter(ﾉＷ‘)andskewness(８Ｍ．

△：SamplingbyEkman-Birgesampler(Izumi)．

▲：Samplingbythediver(Izumi)．
Ｉ－Ｗｉ．：Ｗｉｔｈｉｎｔｈｅｂｌｏｃｋｏｆｌｚｕｍｉｒｅｅｆ

ｌ－１ｍ：１ｍｏｕｔｏｆｔｈｅｂｌｏｃｋｏｆｌｚｕｍｉｒｅｅｆ

ｌ－ｌＯｍ：１０ｍｏｕｔｏｆｔｈｅｂｌｏｃｋｏｆｌｚｕｍｉｒｅｅｆ

○：SamplingbyEkman-Birgesampler(NearthecoastofAkune)．

●：Samplingbythediver(NearthecoastofAkune)．

□：SamplingbyEkman-Birgesampler(FarfromthecoastofAkune)．

■：Samplingbythediver(FarfromthecoastofAkune)．
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１Ｗ‘と雛‘との関係を示す図を求めた（Fig.17,Fig.18)．Fig.１７によると，阿久根市沖

合では淘汰が良いのに対し，出水市沖合では淘汰不良の点の多く存在することが指摘出来る

ようである．またFig.１８によると，魚礁付近の底質は，その沖合周辺の底質よりも比較的

粗い粒径へ移行している傾向がみられる．

５．考察

今回潜水観察した阿久根市沖合海域の５魚礁は，漁港に極めて近く，また広大な天然礁や

多くの島喚を至近距離に擁するなど立地条件に恵まれ，しかも各魚礁が150～500ｍの間隔

をおいて設置され，小規模ながら人工礁漁場的な好条件を有しているため多くの魚群を婿集

させており’１本釣，刺網及び篭等の沿岸漁業者にとって恰好の漁場となっている．この魚

礁群の外廓線で囲まれる総海底面積は約2.6×104,2でブロック１個当りの所要平均海底面

積は約１９０，２となっている．

一方，出水市沖合海域の場合は，その半閉鎖的な内湾海域のもつ立地条件のためか，魚礁

設置の歴史は古く’従ってその規模も大きい．魚礁の利用法は'慣習的に半ば確立された形を

とっている．即ち黒ノ瀬戸寄りの西部海域では吾智網漁業，東部海域では１本釣，はえなわ，

刺網等の比較的小規模の漁業に専ら利用されている．魚礁の設置形態をみると，西部海域で

は小さい魚礁群を適当な間隔をおいて数多く設置されているのに対し，東部海域ではブロッ

クを１個所に集中させ広い底面積をとるように設置されている．東部海域における魚礁の総

海底面積は約６×104ｍ２，ブロックの１個当りの所要平均海底面積は５３．７，２となり，阿久

根市沖合の場合より密度が高い．両海域の魚礁形態の共通点は，ブロックの個体間隔を広く

とっていることと，２段積みの部分が極めて少なく高さの低いことであろう．

このような設置形態は，１つの良策として勧められているが2),3),4),5）両海域共，ウルメイ

ワシ，アジ’カタクチイワシ等の中層魚やイサキ，タイ，ハタ，ヒラメ等の底魚の豊富な海

域であるので，諸説5)'6）にもあるように，ある程度の高さ，即ち少なくとも３段積みの形式

をとることが必要である．この場合，両海域の魚礁群はほとんど広い底面積を有するので，

その上に新しい魚礁を追加設置することが効果的であろう．今回の研究では底質も併せ検討

したが，前述したように，外海と内海という条件の相違から，両海域の底質はその粒度分布

にかなりの差がみられた．底質の面から魚礁をみた場合，底質の粒度組成を変化させること

もあり得ることを出水市沖合の魚礁群は示唆しており興味深い．今後は魚礁周辺の底質の構

造についても研究を進めたい考えである．

６．要約

昭和55年８月より９月に至る期間，阿久根市と出水市の沖合海域に設置してある８個所の

人工魚礁において潜水観察及び採泥を実施した結果下記のような結果を得た．

１）両海域の魚礁はいずれも設置底面積を広くとる方式を採用している．コンクリートブ

ロック１個当りの平均所要海底面積は，阿久根市沖合が190ｍ2,出水市沖合が５４，２と

なり，いずれも分散が大である．
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2）阿久根市沖合のコンクリートブロック魚礁の埋没の速さを推算すると，平均９ｃｍ/年
となる．

3）阿久根市沖合の魚礁には，ネンブツダイと大型魚が多く蛸集しているが，出水市沖合

の魚礁には，ネンブツダイと大型魚が少なく，中型魚が多く蛸集している．

4）底質の粒度組成を比較すると，出水市沖合は阿久根市沖合より複雑な分布を示し砂・

泥及び泥の底質部が広い．また魚礁周辺の底質は魚礁に近づく程粒径が大きくなる傾向

がみられる．

本研究は鹿児島県，阿久根市及び出水市の委託により実施したもので，底質の分析につい

て鹿児島大学理学部地学科大木公彦教官の御指導をいただいた．厚くお礼申し上げる．ま

た，研究調査に当り御協力をいただいた鹿児島県水産課，阿久根市水産課，出水市水産商工

課，北薩水産業技術改良普及所並びに阿久根市漁業協同組合，出水市漁業協同組合の関係者

各位に対し深甚なる謝意を表するものである．

1）

2）

3）

4）

5）

6）
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